
 令和７年 　労働災害の発生状況 浜松労働基準監督署

１　死亡災害の現状

（１） 年別推移

28年 29年 30年 31年 2年 3年 4年 5年 6年 7年

製造業 3 2 3 0 1 1 1 1 2 4

建設業 2 1 2 2 1 3 5 0 2 1

運輸交通業 1 1 0 0 0 1 0 0 0 0

全産業 7 6 9 5 3 6 8 2 6 5
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1～6まで全て新型コロナウイルス感染症
に罹患した災害を除いた件数



(２) 業種別の死亡災害発生状況（平成28年～令和7年）

(３) 事故の型・起因物別の死亡災害発生状況（平成28年～令和7年）
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２　死亡災害の概要（一覧）

令和７年発生

番号
発生月
発生時間

業　種 事業規模

1月
14時～15時

6月
10時～11時

6月
9時～10時

７月
19時～20時

11月
15時～16時

土木工事業 10人未満
墜落、転落

　被災者は、仮設の橋のたもとのＨ鋼を切断するために、
脚立をはしごとして利用し、ガス切断を行っていたところ、
バランスを崩し、はしごごと３メートル下の水路底へ転落し
た。病院で治療を受けていたが、災害発生の翌月に死亡
した。

はしご等

浜松労働基準監督署

3
輸送用機械等
製造業

100～299人
はさまれ、巻き込まれ

　被災者は、溶接ラインにおいて、溶接ロボット設備の機
械の操作中、搬送用ロボットと溶接治具との間で身体を入
れて設備の状態を確認しようとしたところ、搬送ロボットと
溶接治具の間に挟まれてた。病院にて治療を行っていた
ものの災害発生の７か月後に死亡した。

産業用ロボット

事　故　の　型
起　因　物

発　　　　　生　　　　　状　　　　　況

1 金属製品製造業 10人未満
交通事故（道路）

　軽四輪車（運転者死亡）は片側１車線の県道を南進して
右カーブを進行中、準中型自動車（運転者怪我なし）が
同道路を北進して左カーブを進行中、道路右側にはみ出
して軽四輪車と正面衝突したもの。

トラック

2

4
輸送用機械等
製造業

10人未満
高温、低温の物との接触

　工場内で一次下請の労働者として入場していた被災者
は、作業場を一時離脱して作業場外で座り込んでいたと
ころを、協力会社の作業員が発見して身体冷却等の措置
を実施した。約１時間後、帰宅のためタクシーに乗車しよ
うと立ち上がったところ、倒れ込み地面に後頭部を打ち付
け、意識を失った。

高温・低温環境

5
木材・木製品
製造業

30～49人
はさまれ、巻き込まれ

　倉庫内で、木材を梱包・搬送するために、フォークリフト
を使用して木材の運搬作業を単独で行っていたところ、
被災者が逸走したフォークリフトと棚の間に挟まれた。

フォークリフト



３　死傷災害(死亡および休業４日以上の災害)の現状

（１） 年別推移

28年 29年 30年 31年 2年 3年 4年 5年 6年 7年

製造業 258 248 298 281 242 287 246 275 286 257

建設業 90 87 105 92 104 102 111 88 95 101

運輸交通業 134 135 128 121 138 119 126 116 143 154

全産業 917 912 1,015 990 1,025 1,019 1,045 1,050 1,077 1,068
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(２) 業種別の死傷災害発生状況

(３) 事故の型・起因物別の死傷災害発生状況
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４　建設業における死傷災害の推移

６　外国人労働者の労働災害の推移

５　転倒災害の推移
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